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性は認められなかった｡PD後のNA FLD4例 (脂肪肝 2例､NASH2例)
とメタポリック症候群に合併したNAFLDIO例 (脂肪肝5例､NASH5例)
において肝生検を施行し､Eupffer細胞について CD68および CD14の免
疫染色を行い､検討したoその結果､PD関連NAFLDにおいて､CD68､
CD14陽性細胞共にメタポリック症候群関連 NAFLDに比致して増加して
いたo以上より､PD後NAFLDでは､腸管由来のLPSに感作されたEupffer
細胞がその発症に関与している可能性が示唆された点で興味深い｡
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
